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会 議 録  

会 議 名 第９期東久留米市市民環境会議第３回全体会 

日    時 令和５年 10月 11 日（水）午後２時 00分～午後３時 30分 

場    所 東久留米市役所２階 205会議室 

出席委員 土屋座長、菅谷副座長、古谷副座長、荒井委員、曽我部委員 

欠席委員 石川委員、中野委員 

事 務 局 環境政策課長、計画調整係長、生活環境係長、計画調整係主任 

次  第 1. 報告事項 

(1) 事務局からの報告 

(2) 各部会からの報告 

(3) その他報告事項 

2. 議事 

(1) 第 28回東久留米市環境フェスティバル実行委員の選出 

(2) 市民環境会議サポーター委員募集について 

(3) その他 

配布資料 【資料１－１】水とみどり部会(９月・10 月)の会議等実施状況報告 

【資料１－２】まぼろしの湧水めぐりチラシ 

【 資 料 ２ 】環境学習部会資料 

【 資 料 ３ 】第 28回環境フェスティバルについて 

【 資 料 ４ 】市民環境会議サポーター委員募集チラシ 

【参考資料】第９期 市民環境会議 くらし部会 委員メモの整理 

内  容 1. 報告事項 

(1) 事務局からの報告 

⇒環境美化マナーアップキャンペーンを 11月８日(東久留米駅周辺)、９日(滝山地域)

に行う。詳細等は 11月１日号広報を確認いただきたいとの報告があった。 

(2) 各部会からの報告 

○水とみどり部会長から資料１－１、１－２について報告があった。 

・９月の部会では、「まぼろしの湧水めぐりウォーキング」について審議され、11月 22日(水) 

に開催することが決まった。定員は 15名とし、さいかち窪、黒目川上流域を巡るルート

とすることが決定した。 

 ・豊水期(11月)に行う湧水調査の実施予定日は、11月 14日(火)～17日(金)とし、予備日

を 18日(土)とすることが決定した。 

 ・10月の部会では、第 20回七福神めぐりについて、部会長が実行委員会に出席し、令和６

年１月 13日(土)に開催されることが報告された。 

 ・「湧水・清流保全都市宣言」の横断幕が市役所２階のロビーに設置された。１階には宣言

文もあるので、確認いただきたい。 

 ・審議事項として、「まぼろしの湧水めぐりウォーキング」及び湧水調査について再確認を

行った。 

＜湧水調査について質疑等＞ 
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 ・雨天時も湧水調査は行うのか？予備日が１日しかないが、２日連続で雨天の場合は？ 

  ⇒雨天中止とする。雨天が続いた場合は、別途調整する。 

 ・移動は自転車か？ 

  ⇒全て自転車で移動する。「湧水調査隊」の旗をつけて回るので、声掛けしてきた方に説

明し、湧水マップを配布したり勧誘したりする。 

 ・前期に作成した「市民環境会議」の腕章は着けるのか？ 

  ⇒「市民環境会議」ではなく、「東久留米市」と記された腕章を着ける。市と協働で行っ

ている位置づけとするため。 

 ・14日の黒目川全域の調査は距離が長くないか？ 

  ⇒湧水ポイントが少ないので１日で回れる。 

 ・調査の中身は？ 

  ⇒DO(溶存酸素量)、水温、水量等を計測する。 

 ・令和４年度のデータは出ているので、過去の状況を共有できると良い。 

 ・落合川を見ると他自治体の方も同じような調査をしていた。 

  ⇒東京都も調査に来ることがある。 

＜七福神めぐりについて質疑＞ 

・七福神めぐりにも参加しているのか？ 

  ⇒南沢湧水池で湧水の説明や湧水に触れる案内をするため参加している。 

＜「まぼろしの湧水めぐりウォーキング」について質疑＞ 

 ・西部地域センターからさいかち窪まで距離があるが、そこまでひたすら歩くのか？ 

  ⇒途中で名木百選の木が２か所あるので、そこを見ながらさいかち窪へ向かう。 

 ・申込受付の際、歩行距離を伝えた方が良いか？ 

  ⇒距離や所要時間を伝えた方が良いかもしれない(チラシには記載済)。 

 ・現在、しんやま親水広場のバリアフリートイレが壊れており、ウォーキング当日までに直

るか未定なので注視する必要がある。 

  ⇒バリアフリートイレ以外が使えるか委員が確認しておく。 

 ○環境学習部会長から資料２について報告があった。 

 ・今期は人数が少ないので、できることから始めることを確認した。 

 ＜SNSの活用について＞ 

 ・第３期に開設した SNSを活用するため、元委員に IDとパスワードの引継ぎができるかど

うか確認中。 

  ⇒委員から Facebookは管理者に加えていただいた。Ⅹ(旧 Twitter)もいつでも入れる状

態になったと報告があった。 

 ・一部の小学校長から、SNSでの発信についても承諾を得られている。 

 ・FacebookとⅩ(旧 Twitter)を再開するにあたっての文章は入れるか？ 

  ⇒後程、委員同士で調整する。内容も市民環境会議全体を発信できるようにしたい。 

・サポーター委員の募集に関しても SNSを活用することを考えている。 

 ＜みのり塾について＞ 

 ・関係者と再開について連絡調整中。 
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・市で実施している竹林公園の再整備に関して、みのり塾とも連携した活動が可能か計画を

立てていく。 

＜その他＞ 

・水とみどり部会と連携した親子参加の湧水調査を環境学習活動に加える。 

・次回の部会で実施項目をある程度確定していければと考えている。 

 ○くらし部会長は欠席のため、事務局から部会長の考えをメモした参考資料について説明が

あった。 

 ＜エコキッズプラン 2023＞ 

 ・小中学生を対象として、以下の内容に取り組む。 

①地球温暖化について南極越冬隊経験者による講演や東京ガスの施設見学など 

②民間の方に協力をお願いして、エコクッキングを年３、４回実施 

③世界地図を使ったフードマイレージ 

 ・部会員だけでは足りないので、高校生以上、自由学園に協力を依頼することも考えている。 

 ＜環境家計簿づけ＞ 

 ・電気、ガス、水道、自動車燃料の使用量の記録を家庭や学校(自由学園)、商工会、企業等

へ呼びかける。 

 ＜活動の見える化＞ 

 ・上記の活動をするだけでなく、成果の発表を行い、環境大臣賞や脱炭素チャレンジカップ

への応募、表彰へとつなげる。 

 ＜その他＞ 

 ・環境危機時計の設置を考えている。 

 ・事務局としては、12月１日号広報に環境家計簿や冬の省エネチャレンジを掲載予定であ

る。 

 

2. 議事 

(1) 第 28回東久留米市環境フェスティバル実行委員の選出 

 ○事務局から資料３について説明があった。 

 ・10月１日号広報及び市ホームページで 10月 20日(金)まで第 28回東久留米市環境フェス

ティバル実行委員を募集している。 

 ・必ず参加しなければならないという規定等はないが、市民環境会議からも毎年度実行委員

として参画していただいている。 

 ・実行委員会は、11月から翌年７月までの第３火曜日の午後６時から会議を行っている。 

 ・６月は環境フェスティバル本番のため、会議は無い。 

 ・環境フェスティバル実行委員会では、フェスティバルのイベント企画等の検討、運営を行

う。 

 ・環境団体等から実行委員として参画している方もいるので、関係機関等の連絡調整も行う。 

 ・環境フェスティバルに関する相談や苦情、実行委員会の運営を担う。 

 ⇒上記の説明のうえ、第 28回環境フェスティバル実行委員に荒井委員が参画することが決

定した。 
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(2) 市民環境会議サポーター委員募集について 

 ○座長から資料４について説明があった。 

 ・第２回全体会において、サポーター委員の募集について意見が交わされたことを踏まえ、

募集チラシのたたき台を作成した。 

 ・内容として、市民環境会議運営要領に記されている抽象的なことしか書けなかった。 

 ・別途、水とみどり部会のサポーター委員募集のチラシ案が回覧され、 

  ⇒湧水調査やウォーキングのお手伝いなど具体的な内容を記載することで、参加してもら

える方がいるかもしれない。申込期限も設けず、いつでも参加できる形を取りたいとの

説明があった。 

・チラシの裏面はサポーター委員の管理上、事務局も知っておいた方が良いと思い、事務局

の連絡先を記載している。 

 ＜意見、質疑等＞ 

 ・市民環境会議委員募集と変わらないように見えるので、水とみどり部会のサポーター委員

募集チラシ案のように、具体的な活動が書かれている方が良い。 

・チラシのレイアウトとして、文字が多いが全体的にはすっきりしている。 

・チラシの表面に事務局の連絡先や写真を載せ、裏面に細かいところを記載すればよいので

はないか。興味のある人は、手に取って見てくれるのではないか。応募してきた人の氏名、

住所等は電話で聞き取れば良いと思う。 

・サポーター委員としてやりたいことを提案できることも出して良いと思う。 

 ⇒やりたい項目等を記載する欄は設けてあるが、そこまで書かなくともよい応募用紙とし

ている。 

  ⇒そこから入られてしまうと、委員との差が出てしまう。 

 ・人を集めることを考えると、リスクを気にしすぎていては何も変わらない。 

 ・チラシがあれば、色々なところで配ることができる。 

 ・手始めに水とみどり部会のサポーター委員の募集から始めることとなった。 

(3) その他 

○議事ではないが、六仙公園で開催された「麦の収穫祭」について情報交換があった。 

・年々出店数も増えていて、その中でも一番の人気は「パンマルシェ」で行列ができていた。 

・バンド演奏や都市農業についての講演も行われた。 

・市の広報には載っていたのか？ 

 ⇒市主催のイベントではないので、載っていなかったが、市ホームページには出ていた。 

  ⇒東京都の指定管理者が公園を管理しており、そこが後援していた。市は深くかかわって

おらず、民間主導のイベントだった。 

 ・前回よりも場所が広がった。 

 ・このようなイベントに市民環境会議も出られたら良いと思った。 

 ○「まぼろしの湧水めぐりウォーキング」の確認 

 ・参加できる委員は直接西部地域センターに汚れても良い服装で集合する。 

以上 

 


